
令和４年 11月 11日 

 

茨城大学農学部の学生５名が来校して、生徒と交流しました。 

 

11 月９日（水）午後に、茨城大学農学部で、高校理科、高校農業の教員免許取得を目指している学

生５名が来校して、５時間目に、遠隔地農場の施設設備、農業実習のようすなどを見学しました。その

後、農場から校舎に移動して、６時間目に教室棟の授業や校舎の施設などを見学しました。 

大学生は、農場では、温室や食品製造室などを見学して、農業実習で注意することや生徒の指示方法

など農場長の説明を熱心に聞いていました。教室棟では、１階～４階の各クラスの授業を廊下から見学

して、板書の授業、電子黒板の授業、一人一台端末の授業など、いろいろな形式の授業を見学しました。 

また、放課後に、１年生から３年生の進学希望者 22名と交流をしました。交流会は、Googleアンケ

ートで、事前に高校生に大学生への質問を聞いて、大学生が質問に答える形式で進めました。 

大学生から「約３年前に新型コロナの中、県外から来て知り合いが一人もいなくて不安でしたが、今

は講義、サークル、アルバイトなどで充実した大学生活を過ごしている」「今年から講義は対面式が主

体となり、オンラインは減っている」など大学生活のようすについて話がありました。また、「自分で

情報を集めて、希望する進路を決めてください。そして、希望する進路が実現できるよう毎日の授業を

大切に過ごすとともに、高校でたくさん友達をつくってください」と高校生へエールが送られました。 

 

メロンの栽培温室                  ブドウの栽培ハウス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
草花の栽培温室                  食品製造室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

農業実習のようす（トウモロコシの片付け）     総合学科２年次メディア・マーケティング系列 

 

 

 

 

 

 

 



高校生と大学生の交流会 校長あいさつ       交流会のようす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

参加者で記念撮影 ※撮影時のみ、マスクを外しました。 

 

   高校生と大学生との交流会 スライド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学生にも事前に 

アンケートをしました。 

高校生に事前に 

アンケートをしました。 


